













A SOCIAL STUDIES CLASS THAT RAISES CONCERNS OVER THE ISSUE OF 
RESPONSIBILITY AS A PARTICIPANT IN THE SOVEREIGNTY OF A NATION: 
USING COURSE MATERIALS ON TOPICS FROM THE CURRENT STATUS 
OF WEST ASIAN REGIONS
Masayuki YOSHIDA*
Abstract
　Most students of the junior high school with which I am involved make serious efforts to understand what they 
have been told or suggested.　However, they are not very good at developing their own thought through 
exchanging opinions with others.　They wil nevertheless soon be permited to vote at younger ages than ever 
before in Japan.　With a hope that these students wil graduate from school with the sense that “we ourselves create 
our society,” I developed a class entitled the subject of this paper.　The class aims were not only to acquire 
knowledge on contemporary society, but also to realize that “we are the participants in sovereignty who create our 
society.”　Thus, to test the hypothesis that “a future-oriented social studies class raises concerns over the issue of 
responsibility as a participant in sovereignty in the field of civics education,” a class of a project-based learning that 
includes discussions on the future was undertaken, using course materials on topics from the current status of West 
Asia.　The results of this study show that students gradualy acquire capabilities of decision-making, discovering 
their way of life, and involving the society.　These capabilities raise concerns about the protection of human rights, 
humanity, and the responsibilities of participants in sovereignty.
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成 果 と 課 題
　今回授業を実践している３年生は，１年時に地理的分野において西アジア地域を学習した。その際，生徒に西
アジアの国のイメージをたずねると，産油国のイメージをあげた生徒は多かった。しかし，西アジアの国として
シリアを挙げる生徒はまったくおらず，「シリアの話＝遠い国の話＝他人事」と捉えがちである。そのためか，当
初「日本が何をすべきかなんてわからない」といっていた生徒もいた。そこで「もし日本がこのようになってし
まったらどうする？」，「どんなことをしてもらったらうれしいな，ありがたいなと思うかな」というような，人
権の基本である「相手の立場にたって思いやること」につながる助言をすることによって，「あ，そうか～」と声
図５　授業の様子と使用した資料の一部
左上：プリント　　　　　　　　中央上：新聞記事を投影（イドリブの学校空爆被害）
左下：話し合い活動の様子　　　中央下：破壊される文化財の資料　　　右：シリアの町が変化した資料
　主権者意識への関心を高める社会科授業　123
を上げ，国に採用して欲しい手だてを考えることができた。全体での発表では，事前の班活動において，各自が
意見を述べることができたため，代表者も自信を持って全体に発表することができた。主権者意識という点では，
「選挙」，「投票」，「議員」，「立候補」，「デモ」，「署名」，「安倍さんに声を届けたい」といった政治活動と結びつけ
て考えられる子もいた。それらの意見を聞くことによって，別の意見を持っていた子も，自分の意見を再考する
際に，「投票したい」や「選挙に行きたい」など政治に関する行動を書いた子も多く出てきた。これらのことか
ら，図１に示した活動１～４を利用することで，少しずつ意思決定能力，生き方形成力，社会形成力が身に付い
てきたようである。それらの力によって，人権保障や思いやりについての意識を高められたとともに，主権者意
識への関心も高められたと考えられる。
　ただ，課題に対する個人活動で各自の意見を書いた際には，「政治方針の決定に参画する」というよりも，「募
金する」などの個人的な活動を中心に考える生徒も多かった。ほかにも，「政治家や政府にしっかりして欲しい」と
いう感想も書かれ，まだ自分たちがこれからの社会や国をつくっていくのだという意識が低いものもいた。引き
続き関心を高められるような授業を実施したい。
　また，教師の質問により具体例を考えて意見を深めさせることはできたが，生徒同士の質問で意見を深めさせ
ることができなかった。次の新学習指導要領でもうたわれるであろう「主体的な学び」という点については，他
者の意見をしっかり聞き，生徒自身がお互いに質問し，各自の意見が深められるような展開が求められると感じ
た。今後はそういった点を実現できるよう努力していきたい。
あとがき・謝辞
　大沼先生との出会いは，このたびの企画・編集をしてくださった西秋さんを通じてであった。私は，「学閥にとらわれない」
母校のおかげで，当時，総合資料館６階におられた西秋さんのもとでも学ばせていただいていた。どこの馬の骨ともわからな
い怪しい早稲田の学生にお二方ともとても親切に温かく接してくださった。そして，かながわ考古学財団に勤務することになっ
たが，石器技術研究会の活動にも参加させていただき，大沼先生との交流も続けさせていただいた。大沼先生はかつて南山大
学でも学ばれ，ちょうど父と同名でもあることから，愛知出身の私は勝手に「東京のお父さん」のように親近感を覚えていた。
その後に私は，縁あって「考古遺物」ではなく「中学生」と接する愛知の教育現場に転身することに。そんなある日，大沼先
生からこのたびのありがたいお話をいただき，「え，私でいいんですか？」と驚いたことを覚えている。本誌には場違いなテー
マかもしれないが，今の私が直面する「現場」をもとに文章を用意させていただいた。なにとぞ御許し願いたい。また，春日
井市立高蔵寺中学校教務主任の長濱浩昭先生からは草稿に対して御助言をいただいた。そして，都の西北で同門の久米さんに
は編集等でお力添えいただいた。ここに挙げた方々・組織の方々をはじめ，私を育ててくださったすべての皆様に感謝申し上
げる。
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